
地方創生推進交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2017年度
（H29年度）

2018年度
（H30年度）

2019年度
（Ｒ元年度）

2020年度
（Ｒ２年度）

2021年度
（Ｒ３年度）

2022年度
（Ｒ４年度）

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

26 83 140 197 234 284

＋ 26 ＋ 57 ＋ 57 ＋ 57 ＋ 37 ＋ 50 ＋ 284 ＋ 197

0 2 21 50 - -

＋ 0 ＋ 2 ＋ 19 ＋ 29 - - ＋ 50 ＋ 50

3 6 9 12 15 18

＋ 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 18 ＋ 12

0 1 3 4 - -

＋ 0 ＋ 1 ＋ 2 ＋ 1 - - ＋ 4 ＋ 4

5 15 25 35 45 55

＋ 5 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 55 ＋ 35

3 10 19 28 - -

＋ 3 ＋ 7 ＋ 9 ＋ 9 - - ＋ 28 ＋ 28

160 360 560 760 960 1,160

＋ 160 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 1,160 ＋ 760

257 423 871 1,006 - -

＋ 257 ＋ 166 ＋ 448 ＋ 135 - - ＋ 1,006 ＋ 1,006

20 40 60

＋ 20 ＋ 20 ＋ 20 ＋ 60 ＋ 20

11 - -

＋ 11 - - ＋ 11 ＋ 11

200 210 220

＋ 10 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 30 ＋ 30

171 161 234

▲ 19 ▲ 10 ＋ 73 ＋ 44 ＋ 44

72 80 88

＋ 8 ＋ 8 ＋ 8 ＋ 24 ＋ 24

97 96 83

＋ 33 ▲ 1 ▲ 13 ＋ 19 ＋ 19

30 33 36

＋ 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 9 ＋ 9

44 56 62

＋ 17 ＋ 12 ＋ 6 ＋ 35 ＋ 35

333 350 367

＋ 21 ＋ 17 ＋ 17 ＋ 55 ＋ 55

342 365 387

＋ 30 ＋ 23 ＋ 22 ＋ 75 ＋ 75

①目標値を達成312

①目標値を達成27

28,815 36,705 33,554

KPI③

クリエイター等と地
域資源の結びつき
や地域資源の掛け
合わせで生み出さ
れた新たなビジネス
件数

件

KPI④

伝統的地場産品に
ついて、意欲的な事
業者グループが行
う、商品開発・販路
開拓等新たな取組
への支援件数

件

②目標値の７割以上
達成

③その他 ⑦その他KPI②

伝統的地場産品の
新商品開発支援に
より取引に至った事
業者の割合

％ 64

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

商品開発に時間を要し、また、コロナ
の影響により、予定していた展示会出
展や海外での販路開拓等の営業活動
のボリュームが薄くなったため。

①目標値を達成190

34,293 45,475 36,248

KPI① 伊万里・有田焼の輸
出額

百万円

2 ① ＳＡＧＡ伝統的地場産業活
性化支援プロジェクト

ＳＡＧＡ伝統的地場産業活
性化支援プロジェクト

R2
｜
R4

　陶磁器や家具をはじめとする伝統的地場産品については、時代のトレ
ンドを捉えた 顧客に選ばれる商品を持続的に生み出すため、公設試験
研究機関等の活用促進や顧客視点に基づく新商品開発などへの支援
を行う。
　また、大都市圏の百貨店等を中心に更なる販路開拓・販売拡大・定着
を図るため、専門家を活用するなどして事業者の商品企画力等を高め
るための支援を行う。
　さらに、海外におけるブランドの維持・向上を図るとともに、事業者の
輸出への関心を高めつつ、現地ニーズに合った商品開発など輸出に向
けた事業者等の取組を支援する。

（構成事業）
・陶磁器アジア市場開拓スタートアップ事業【流通・貿易課】
・陶磁器バイヤー招聘事業【流通・貿易課】
・産地再生プロモーション事業【流通・貿易課】
・諸富家具世界へさあいこう応援事業【流通・貿易課】
・伝統工芸品等プロモーション事業【流通・貿易課】
・さが伝統産業等創造支援事業【流通・貿易課】
・オリパラ大会さが県産品との出逢い創出事業【流通・貿易課】

東京圏における本制度の周知に努め
たが、18歳未満の世帯員を帯同して移
住した世帯が少なかったため。

③その他KPI⑤

本移住支援事業に
基づく18歳未満の世
帯員を帯同して移住
した世帯数

世帯 0

①目標値を達成KPI④
マッチングサイトに
新たに掲載された求
人数

件 0

年度当初から起業に関する情報収集
を行い課題の把握に努めるとともに、
本支援事業の募集の際は、関係団体
等と連携し広報活動を行い、事業の周
知に努めた。結果、のべ26件の申込
があり、令和４年度の採択目標の10件
を採択することができた。しかし、採択
者のうち１件が事業申請段階におい
て、辞退となり、最終実績は９件（目標
値の７割以上の達成）となった。

②目標値の７割以上
達成

③その他

8,727 12,690 24,704 27,942

KPI③ 本起業支援事業に
基づく起業者数

人 0

④目標値の達成は５
割未満

③その他
東京圏における本制度の周知に努め
たが、移住元の要件や起業の要件に
合致する移住者が少なかったため。

③目標値の５割以上
達成

KPI② 本移住支援事業に
基づく移住起業者数

人 0

移住支援金の要件が厳しく、合致する
移住者が少ないため。特に移住元の
要件が23区限定となっており、そこで
対象外となる移住者が多い。

③地方創生
に効果が
あった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因 ⑦その他KPI① 本移住支援事業に
基づく移住就業者数

人 0

28,020 39,003 39,003 46,035

1 ② 佐賀県地方創生移住・地
域活性化等起業支援事業

佐賀県地方創生移住支援
事業

佐賀県地域活性化等起業
支援事業

H31
｜

H36

　将来にわたって持続可能な地域を維持していくためには、安定した雇
用の創出や移住の促進等の取組により、当県への新しいひとの流れを
創出する必要がある。
　このため、「佐賀県地方創生移住支援事業」に取り組み、Ｕターン就職
希望の求職者と県内企業等とのマッチングをサポートするサイトを運用
し、移住者には移住支援金を支給することにより移住を後押しする。
　また、「佐賀県地域活性化等起業支援事業」に取り組み、地域課題の
解決を目的とした社会的事業を起業する者に対して起業支援金の給付
や起業に伴う伴走支援を行う。

（構成事業）
・移住支援事業費補助【さが創生推進課】
・マッチング支援事業費【産業人材課】
・地域活性化等起業支援事業費補助【さが創生推進課】

実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

交付対象事業名 事業
期間

事業概要
交付決定額 交付決定額

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

交付金額（千円） 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生へ
の効果

（自己評価）

今後の
事業展開交付決定額 交付決定額 交付決定額 交付決定額

資料２－２
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地方創生推進交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況
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2018年度
（H30年度）

2019年度
（Ｒ元年度）

2020年度
（Ｒ２年度）

2021年度
（Ｒ３年度）

2022年度
（Ｒ４年度）

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

交付対象事業名 事業
期間

事業概要
交付決定額 交付決定額

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

交付金額（千円） 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生へ
の効果

（自己評価）

今後の
事業展開交付決定額 交付決定額 交付決定額 交付決定額

資料２－２

▲ 3,811 ▲ 3,761 ▲ 3,711

＋ 50 ＋ 50 ＋ 50 ＋ 150 ＋ 150

▲ 4,418 ▲ 4,526 ▲ 5,212

▲ 557 ▲ 108 ▲ 686 ▲ 1,351 ▲ 1,351

2 4 6

＋ 2 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 6 ＋ 6

2 3 7

＋ 2 ＋ 1 ＋ 4 ＋ 7 ＋ 7

3 3 5

＋ 2 ＋ 0 ＋ 2 ＋ 4 ＋ 4

2 2 2

＋ 1 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 1 ＋ 1

3,520 5,570 7,770

＋ 1,900 ＋ 2,050 ＋ 2,200 ＋ 6,150 ＋ 6,150

2,435 2,513 2,440

＋ 815 ＋ 78 ▲ 73 ＋ 820 ＋ 820

52 92 157 192 227

＋ 15 ＋ 40 ＋ 65 ＋ 35 ＋ 35 ＋ 190 ＋ 120

71 149 211 - -

＋ 34 ＋ 78 ＋ 62 - - ＋ 174 ＋ 174

60 80 105 130 155

＋ 20 ＋ 20 ＋ 25 ＋ 25 ＋ 25 ＋ 115 ＋ 65

68 95 107 - -

＋ 28 ＋ 27 ＋ 12 - - ＋ 67 ＋ 67

25 30 45 60 75

＋ 5 ＋ 5 ＋ 15 ＋ 15 ＋ 15 ＋ 55 ＋ 25

49 71 83 - -

＋ 29 ＋ 22 ＋ 12 - - ＋ 63 ＋ 63

95 100 120 130 140

＋ 5 ＋ 5 ＋ 20 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 50 ＋ 30

123 178 274 - -

＋ 33 ＋ 55 ＋ 96 - - ＋ 184 ＋ 184

①目標値を達成

21,078 29,916 58,497

KPI③ アスリート雇用エント
リー企業数

①目標値を達成
ＳＳＰアスリート認定
者数

人 90

①目標値を達成

KPI② ＳＳＰ事業提携企業
数

社 40

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成
県外からの流入アス
リート数

人 37

社 20

27,077 43,031 76,760

KPI①

KPI④

4 ② ＳＡＧＡスポーツピラミッド
推進プロジェクト

ＳＡＧＡスポーツピラミッド
推進プロジェクト

R2
｜
R4

　スポーツの「する、育てる、観る、支える」の各分野に好循環を生み出
すため、「人材育成体制の構築」「社会人アスリートの就職支援」「ス
ポーツとビジネスの融合」のそれぞれの分野に応じた事業を展開する。

（構成事業）
・ＳＳＰトップアスリート育成好循環創出事業【ＳＳＰ推進グループ】
・野球育成・強化プロジェクト事業【ＳＳＰ推進グループ】

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因 ⑦その他
新型コロナウイルス感染症の拡大によ
りイベントの集客が伸び悩んだ

3 ② さが山を大切にする・山の
活性化プロジェクト

KPI④

森川海人っプロジェ
クトの山を大切にす
ることへの理解促進
を図るイベントへの
参加者数

人 1,620

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因 ⑦その他1

11,766 13,586 13,459

KPI③

地域交通の課題解
決、運行の効率化、
利便性向上のため、
ＡＩ運行の導入に取
り組む市町・団体数

市町
・団体

KPI②

中山間・棚田地域の
活性化に向けた新
たな取組を行った地
域数

地域 0

④目標値の達成は５
割未満

③その他

今後人口減少が避けられないとされて
いる日本社会で、佐賀県も他県同様
人口減少の課題に直面している。中山
間地域の人口減少抑制のために、中
山間地域を含むネットワーク構築事業
などの取組を実施しており、中には、
人口増加し、成果が見えた市町もある
が、上記の社会的傾向もあり、全体数
としては、人口減を抑制する成果は得
られていない。

③地方創生
に効果が
あった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成

KPI①

山林面積の割合が
25％以上の市町に
おける人口減少の
抑制

人 ▲ 3,861

12,563 13,653 15,805

新型コロナウイルス感染症の影響でコ
ミュニティバス等の利用者が減ったこと
に伴い、各市町において既存の地域
交通全体にかかる運行経費の増額が
見込まれたため、新たな取組への投
資が見送られた。

さが山を大切にする・山の
活性化プロジェクト

R2
｜
R4

　中山間地域等に暮らす住民が安心して長く住み続けられるよう、「山
を守る」、「山で営む」、「山の魅力を伝える」の３つの視点で、山の自然
環境・生活環境の保全、山での生業支援、山の魅力や取組に関する情
報発信に取り組み、県民の豊かな暮らしを守る「山」を未来に引き継ぐ。

（構成事業）
・くらしのモビリティ確保推進事業【さが創生推進課】
・森川海人っプロジェクト推進事業【森林整備課】
・地域の”たから”をつなぐ事業【さが創生推進課】
・中山間・棚田地域活性化モデル推進事業【農政企画課】
・山のネットワーク構築事業【さが創生推進課】
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地方創生推進交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2017年度
（H29年度）

2018年度
（H30年度）

2019年度
（Ｒ元年度）

2020年度
（Ｒ２年度）

2021年度
（Ｒ３年度）

2022年度
（Ｒ４年度）

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

交付対象事業名 事業
期間

事業概要
交付決定額 交付決定額

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

交付金額（千円） 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生へ
の効果

（自己評価）

今後の
事業展開交付決定額 交付決定額 交付決定額 交付決定額

資料２－２

5,028 5,109 5,190 5,271 5,352

＋ 74 ＋ 81 ＋ 81 ＋ 81 ＋ 81 ＋ 398 ＋ 236

5,267 4,624 3,747 - -

＋ 313.2 ▲ 643.0 ▲ 877 - - ▲ 1,207 ▲ 1,207

5,735,414 5,828,414 5,921,414 6,014,414 6,107,414

＋ 84,750 ＋ 93,000 ＋ 93,000 ＋ 93,000 ＋ 93,000 ＋ 456,750 ＋ 270,750

6,821,771 5,898,171 5,075,329 - -

＋ 1,171,107 ▲ 923,600 ▲ 822,842 - - ▲ 575,335 ▲ 575,335

5 11 17 22 27

＋ 5 ＋ 6 ＋ 6 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 27 ＋ 17

7 16 25 - -

＋ 7 ＋ 9 ＋ 9 - - ＋ 25 ＋ 25

7 8 18 19 21

＋ 1 ＋ 1 ＋ 10 ＋ 1 ＋ 2 ＋ 15 ＋ 12

20 43 202 - -

＋ 14 ＋ 23 ＋ 159 - - ＋ 196 ＋ 196

134 154 174

＋ 20 ＋ 20 ＋ 20 ＋ 60 ＋ 60

156 204 262

＋ 42 ＋ 48 ＋ 58 ＋ 148 ＋ 148

693 813 933

＋ 120 ＋ 120 ＋ 120 ＋ 360 ＋ 360

778 965 1,123

＋ 205 ＋ 187 ＋ 158 ＋ 550 ＋ 550

3 8 13

＋ 3 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 13 ＋ 13

1 1 1

＋ 1 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 1 ＋ 1

3,500 6,200 9,320

＋ 2,000 ＋ 2,700 ＋ 3,120 ＋ 7,820 ＋ 4,700

4,648 8,403 -

＋ 3,148 ＋ 3,755 - ＋ 6,903 ＋ 6,903

4 6 8

＋ 2 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 6 ＋ 4

7 18 -

＋ 5 ＋ 11 - ＋ 16 ＋ 16

300 500 700

＋ 200 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 600 ＋ 400

300 507 -

＋ 200 ＋ 207 - ＋ 407 ＋ 407

36 66 96

＋ 20 ＋ 30 ＋ 30 ＋ 80 ＋ 50

49 78 -

＋ 33 ＋ 29 - ＋ 62 ＋ 62

①目標値を達成

103,249 119,537

97,394 113,644

①目標値を達成

KPI④

資金調達支援事業
で支援した資金調達
案件のうち、調達に
成功した件数

件 16

KPI③

プログラミング人材
拡大推進事業によ
るDX人材の講座受
講者数

人

KPI②

当事業で発掘・育成
したベンチャーやス
タートアップによる全
国規模のアワード受
賞や大手企業との
協業の実現件数

件 2

①目標値を達成

①地方創生
に非常に効
果的であった

②事業の発
展（事業が効
果的であった
ことから取組
の追加等更
に発展させ
る）

①目標値を達成

100

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因
①自然災害
等

長引く新型コロナウイルスの感染拡大
により、移動を伴う副業・兼業人材の
活用が行われにくくなったため。
また、新型コロナウイルスの影響によ
りテレワークが社会に浸透し、移動を
伴わない副業・兼業の形が増加したた
め。

7 ①
デジタルトランスフォーメー
ションによるSAGAイノベー
ションプロジェクト

デジタルトランスフォーメー
ションによるSAGAイノベー
ションプロジェクト

R3
｜
R5

　県内企業によるDXの推進やスタートアップの発掘・育成を通じて、イノ
ベーションの推進やビジネスの創出を促すため、産業DXの裾野の拡大
とその担い手の育成・確保及び起業やイノベーションを通じたビジネス
の創出・確立に取り組む。

（構成事業）
・産業DX啓発推進事業【DX・スタートアップ推進室】
・さがSociety5.0推進事業【政策チーム】
・プログラミング人材拡大推進事業【DX・スタートアップ推進室】
・Startupの聖地SAGA推進事業【DX・スタートアップ推進室】
・トライアル・マッチング事業【DX・スタートアップ推進室】
・資金調達支援事業【DX・スタートアップ推進室】

KPI③
副業・兼業人材の移
動費補助金交付件
数

件 0

KPI①

産業スマート化セン
ターによる各種サー
ビス（マッチングや技
術導入支援、相談
対応、ショールーム
見学、セミナー・イベ
ントなど）についての
自発的な利活用者
数

件 1,500

KPI②
プロフェッショナル人
材拠点における相
談件数

件 573

①目標値を達成

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成

KPI①
プロフェッショナル人
材のマッチング件数
（副業・兼業含む）

件 114

21,355 21,787 20,600

20,647 20,075 19,857

6 ① プロフェッショナル人材戦
略拠点事業

プロフェッショナル人材戦
略拠点事業（第２期）

R2
｜
R4

　プロフェッショナル人材戦略マネージャーを配置し、潜在的な成長力を
持つ県内中小企業の経営者に対し「攻めの経営」への転換を促しつ
つ、民間人材ビジネス事業者と連携し、中小企業者と都市部のプロ
フェッショナル人材とのマッチング支援を行う。
　また、『兼業・副業』という、佐賀県では従来ほとんど見られなかった人
材活用形態についてのニーズ発掘、マッチング支援等を実施するた
め、体制を拡充し、当該案件に係る特任マネージャーを配置する。

（構成事業）
・プロフェッショナル人材戦略拠点事業費【産業企画課】

①目標値を達成KPI④
長崎本線で運行さ
れる観光列車の本
数

本 6

①目標値を達成KPI③ 体験プログラムの開
発支援件数

件 0

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因
①自然災害
等

新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、観光客が減少したため。

KPI②

長崎本線沿線地域
（江北町、白石町、
鹿島市、太良町）に
おける年間の観光
消費額

千円 5,650,664

①自然災害
等

新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、観光客が減少したため。

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因KPI①

長崎本線沿線地域
（江北町、白石町、
鹿島市、太良町）へ
の年間の観光客数

千人 4,954

16,981 25,751 13,364

16,167 20,651 12,574

5 ②
長崎本線沿線地域の魅力
づくりと人の流れの創出プ
ロジェクト

長崎本線沿線地域の魅力
づくりと人の流れの創出プ
ロジェクト

R2
｜
R4

　長崎本線沿線地域は、「和の真髄が詰まった伝統的な街並み」や「日
本酒などの発酵文化」、「海苔やカキ、レンコンやみかんなどの豊富な
農水産物」など多様な地域資源を有する地域である。各地域が連携す
ることで魅力ある一体的な観光エリアを形成するため、１年目は交流拠
点である肥前浜駅を有する鹿島市において取組を進め、２年目以降は
鹿島市をモデルケースとして、他の地域の取組へとつなげる。

（構成事業）
・長崎本線沿線地域振興事業費【交通政策課】
・新幹線活用推進費【交通政策課】
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地方創生推進交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2017年度
（H29年度）

2018年度
（H30年度）

2019年度
（Ｒ元年度）

2020年度
（Ｒ２年度）

2021年度
（Ｒ３年度）

2022年度
（Ｒ４年度）

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

交付対象事業名 事業
期間

事業概要
交付決定額 交付決定額

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

交付金額（千円） 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生へ
の効果

（自己評価）

今後の
事業展開交付決定額 交付決定額 交付決定額 交付決定額

資料２－２

3,944 3,992 4,040 4,088 4,137

＋ 166.04 ＋ 48.04 ＋ 48.12 ＋ 48.16 ＋ 48.20 ＋ 359 ＋ 214.08

1,859 2,691 - - -

▲ 1,918.59 ＋ 831.53 - - - ▲ 1,087.06 ▲ 1,087.06

61.90 63.00 64.00 65.00 66.00

＋ 3.30 ＋ 1.10 ＋ 1.00 ＋ 1.00 ＋ 1.00 ＋ 7.40 ＋ 4.40

65 58.40 - - -

6.40 ▲ 6.60 - - - ▲ 0.20 ▲ 0.20

32,600 32,800 33,000 33,200 33,400

＋ 679 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 200 ＋ 1,479 ＋ 879

32,477 33,910 - - -

＋ 556 ＋ 1,433 - - - ＋ 1,989 ＋ 1,989

130 290 450 610

＋ 130 ＋ 160 ＋ 160 ＋ 160 ＋ 610 ＋ 130

236 525 - -

＋ 236 ＋ 289 - - ＋ 525 ＋ 525

10.00 20.00 30.00 40.00

＋ 10 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 40.00 ＋ 20

98 165.00 - -

＋ 98 ＋ 67 - - ＋ 165 ＋ 165

50,623 55,623 60,623

＋ 5,000 ＋ 5,000 ＋ 5,000 ＋ 15,000 ＋ 10,000

67,445 59,030 -

＋ 21,822 ▲ 8,415 - ＋ 13,407 ＋ 13,407

2 3 4

＋ 1 ＋ 1 ＋ 1 ＋ 3 ＋ 2

8 13 -

＋ 7 ＋ 5 - ＋ 12 ＋ 12

0 0 0 0 0

＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0

0 0 - - -

＋ 0 ＋ 0 - - - ＋ 0 ＋ 0

0 0 0 0 0

＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0

0 0 - - -

＋ 0 ＋ 0 - - - ＋ 0 ＋ 0

0 0 0 0 0

＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0

0 0 - - -

＋ 0 ＋ 0 - - - ＋ 0 ＋ 0

16 21 26 31 36

＋ 5 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 25 ＋ 10

30 74 - - -

＋ 19 ＋ 44 - - - ＋ 63 ＋ 63

KPI④

当施設運営に係る
プラットフォームに参
画する起業、団体、
クリエイターなどの
数

社（人） 11

①目標値を達成

38,872 51,631

①目標値を達成

①目標値を達成

社（人） ①目標値を達成0

46,641 55,964

KPI①
当施設運用後のプ
ロジェクトに参画す
る起業数

人 0KPI② 当施設運用後の会
員登録数

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

11 ②
未来創造拠点「Future
Design・Lab・SAGA」整備
事業

未来創造拠点「Future
Design・Lab・SAGA」整備
事業

R3
|

R7

　多くの県民に親しまれてきた旧市村記念体育館を、この場所で生まれ
た「歴史」やそれぞれの「想い」を大切にしながら、県内外で活躍する企
業や大学、NPO、行政など様々な立場の人、技術、情報を結集させ、佐
賀の「これから」を担う人材を育成し、産業を創出する場所『Future
Design・Lab・SAGA』として新たに再整備する。

（構成事業）
・未来創造拠点「Future Design・Lab・SAGA」整備事業【文化課】

①目標値を達成

KPI③ 当施設運用後の当
施設への来場者数

人 0

①目標値を達成人 45,623佐賀県立博物館の
入館者数

11,518 12,573 KPI②
女性の活躍推進佐
賀県会議の新規会
員企業登録数

社 0

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

34,871 11,000 KPI①

人 0

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

10 ②

大隈重信没後100年および
鉄道開業150年を契機とし
た日本初の鉄道建設・高
輪築堤の英断継承事業

大隈重信没後100年および
鉄道開業150年を契機とし
た日本初の鉄道建設・高
輪築堤の英断継承事業

R3
|

R5

　日本初の鉄道遺構「高輪築堤」の出土を契機とし、佐賀が輩出した偉
人・大隈重信侯が、当時最高責任者として実現した日本初の鉄道事業
を通して、大隈侯の功績に改めて光を当てるとともに、偉業を成し遂げ
るための高い「志」を伝えることで、大隈侯の功績が文化・歴史的な本
物の地域資源であることを県民に認知してもらい、誇り・郷土愛（シビッ
クプライド）の醸成を図る。併せて、功績の象徴となる高輪築堤のモチー
フを県内で展示・紹介し、新しい文化・歴史的地域資源として活用するこ
とで、観光を中心とした交流人口の拡大に繋げていく。

（構成事業）
・高輪築堤の「志」継承事業費【文化課】

①目標値を達成

24,064 9,717 KPI②

9

①

・

③
佐賀県女性就業支援事業 佐賀県女性就業支援事業

R3
｜
R6

　佐賀県の産業を支える人材を確保するとともに、生産性の向上を図る
ため、就業者の健康維持や仕事と生活の調和「ワーク・ライフ・バラン
ス」が実現できる労働環境整備を進め、加えて現在労働に参加していな
い就業を希望する女性の労働参加を促す取組を行う。

（構成事業）
・佐賀県就活サポート事業【産業人材課】
・次世代働き方改革モデル実践事業【産業人材課】
・女性の活躍推進佐賀県会議【男女参画・女性の活躍推進課】

「早稲田の聖地さ
が」事業の新しい取
組件数

件数 1

①目標値を達成KPI③ 観光消費単価（宿泊
客）

円 31,921

①目標値を達成11,693 12,979 KPI①
本事業により新規就
業が実現した者の
数（新規就業者数）

コロナ禍で近場で安全な旅行志向が高まり
リピーターが増加していたが、令和4年9月
の西九州新幹線の開業や、10月からの全国
旅行支援の開始の影響等により、初めて本
県を訪れる旅行者が増加したものと考えて
いる。

KPI② 観光客（宿泊）のリ
ピーター率

％ 58.60

①自然災害
等

西九州新幹線の開業、全国旅行支援
の開始等の好影響もあり、令和3年と
比較すると観光消費額は回復傾向に
あるものの、令和3年の、新型コロナウ
イルス感染症による旅行需要の著しい
落ち込みの影響が大きく期間累計で
は達成に至らなかった。

②地方創生
に相当程度
効果があっ
た

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因観光消費額（総額） 億円 3,778

66,467 42,845

58,404 42,730

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因
①自然災害
等

8 ②

まちの変化を力にした地域
内外の交流拡大・地域の
賑わい創出プロジェクト
【長崎県連携】

まちの変化を力にした地域
内外の交流拡大・地域の
賑わい創出プロジェクト
【長崎県連携事業】

R3
｜
R7

　長崎県では「まちが変わる」大型プロジェクトが複数進行している。こ
れまでにない「まち」の大きな変化は、「まち」の魅力を高め、交流人口
の拡大・地域の賑わいにつながり、観光消費額の増加や観光産業の雇
用創出といった「しごと」と「ひと」の好循環を作り出す。

（構成事業）
・観光連盟補助（佐賀・長崎DC推進事業費）【観光課】
・長崎県連携事業費【観光課】
・日本遺産「肥前窯業圏」登録推進・情報発信事業費【文化課】
・サイクルツーリズム推進事業費【観光課】
・アウトドアアクティビティ創出支援事業【スポーツ課】
・九州自然歩道Webシェルパ事業費【有明海再生・自然環境課】
・郷土資料ブランディング推進事業費（うちコラボプロモーション事業）
【県立図書館】

KPI①
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地方創生推進交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2017年度
（H29年度）

2018年度
（H30年度）

2019年度
（Ｒ元年度）

2020年度
（Ｒ２年度）

2021年度
（Ｒ３年度）

2022年度
（Ｒ４年度）

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

交付対象事業名 事業
期間

事業概要
交付決定額 交付決定額

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

交付金額（千円） 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生へ
の効果

（自己評価）

今後の
事業展開交付決定額 交付決定額 交付決定額 交付決定額

資料２－２

57,710 67,710 77,710

＋ 10,000.00 ＋ 10,000.00 ＋ 10,000.00 ＋ 30,000 ＋ 10,000.00

94,499 - -

＋ 46,789 - - ＋ 46,789.00 ＋ 46,789.00

14.00 24.00 34.00

＋ 10.00 ＋ 10.00 ＋ 10.00 ＋ 30.00 ＋ 10.00

6 - -

＋ 2 - - 2.00 ＋ 2.00

4,633 5,054 5,475

＋ 421 ＋ 421 ＋ 421 ＋ 1,263 ＋ 421

2,186 - -

▲ 2,026 - - ▲ 2,026 ▲ 2,026

198 208 218

＋ 6.00 ＋ 10.00 ＋ 10.00 ＋ 26 ＋ 6.00

308 - -

＋ 116 - - ＋ 116.00 ＋ 116.00

10.00 20.00 30.00

＋ 10.00 ＋ 10.00 ＋ 10.00 ＋ 30.00 ＋ 10.00

37 - -

＋ 37 - - 37.00 ＋ 37.00

2,000 18,000 34,000

＋ 2,000 ＋ 16,000 ＋ 16,000 ＋ 34,000 ＋ 2,000

2,877 - -

＋ 2,877 - - ＋ 2,877 ＋ 2,877

300,000 330,000 365,000 375,000

＋ 30,000 ＋ 30,000 ＋ 35,000 ＋ 10,000 ＋ 105,000 ＋ 30,000

166,138 - - -

▲ 103,862 - - - ▲ 103,862 ▲ 103,862

3 6 9 12

＋ 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 3 ＋ 12 ＋ 3

3 - - -

＋ 3 - - - ＋ 3 ＋ 3

13 21 30

＋ 7.00 ＋ 8.00 ＋ 9.00 ＋ 24 ＋ 7.00

13 - -

＋ 7.40 - - ＋ 7.40 ＋ 7.40

201.00 303.00 406.00

＋ 101.00 ＋ 102.00 ＋ 103.00 ＋ 306.00 ＋ 101.00

203 - -

＋ 102.77 - - 102.77 ＋ 102.77

5,686 6,768 7,039

＋ 270.60 ＋ 1,082.00 ＋ 270.60 ＋ 1,623 ＋ 271

5,598 - -

＋ 182.50 - - ＋ 183 ＋ 183

③目標値の５割以上
達成

②計画不適
切

7,029

KPI③

アプリ
「SAGATOCO」登録
者の１日あたりの平
均歩数

歩 5,415.50

①目標値を達成
県内主要６駅の乗
車人員実質増加率

％ 100.00

夏季のウォーキング人口の減少に対して、
歩くことを推進するイベントが実施できな
かったため。

7,549

KPI①

「公共交通機関を以
前と比べて利用する
ようになった」と回答
した人の割合

％

②地方創生
に相当程度
効果があっ
た

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成

15 ②
歩くライフスタイルの推進
によるまちの賑わい創出・
地域活性化プロジェクト

歩くライフスタイルの推進
によるまちの賑わい創出・
地域活性化プロジェクト

R4
|

R6

　歩くライフスタイルを推進することにより、県全域で「自家用車以外で
移動する意識」が醸成されるとともに、「歩きたくなる」設備等を整備しな
がら、まちなかを歩く動機づけとなる商店や商工団体・地域団体等によ
る活動、地域の魅力（観光、文化、歴史など）の向上につながる活動が
自発的・継続的に行われることで、歩くライフスタイルへの行動変容を
促す。住民や佐賀を訪れる方が積極的にまちなかや地域を歩き、人的
交流が盛んになることで、地域のコミュニティ保持や街の賑わい創出な
ど、地域の活性化につながる。

（構成事業）
・歩くライフスタイル推進事業費【交通政策課】
・くすかぜ広場利活用推進費【資産活用課】
・SAGAサンライズパーク整備事業費（ソフト事業）【SAGAサンライズ
パーク整備推進課】

①目標値を達成

33,459 KPI① 佐賀県立宇宙科学
館の入館者数

KPI②

6.00

32,004 KPI②

宇宙技術を活用した
地域課題解決のア
イデア創出・可能性
検証数

件 0.00

新型コロナウイルス感染症の影響で
入館者数が大幅に落ち込んだため。

①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

④目標値の達成は５
割未満

③その他人 270,000

KPI②

県産食材及び器と
国内レストラン（シェ
フ）との新たな取引
件数（新規顧客契約
件数）

件 0.00
①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

14 ②
JAXA連携を活かした宇宙
関連産業創出、人材育成
事業

JAXA連携を活かした宇宙
関連産業創出、人材育成
事業

R4
|

R6

　宇宙を利用するという視点では、佐賀県の様々な分野の産業の課題
を解決できる可能性があり、新規事業創出のチャンスが存在し、将来的
には宇宙関連産業を担う人材の確保は必須であることから、佐賀県で
の宇宙関連産業の創出、佐賀県から宇宙（世界）で活躍する人材の育
成を通じた地方創生を目指す。

（構成事業）
・連携企画推進事業費【企画チーム】
・JAXAGA連携推進事業費【文化課】
・JAXAGAキューブサットに乗せた”夢”打上事業費【文化課】
・宇宙科学館施設設備整備費（臨時・大型）【文化課】

①目標値を達成

①目標値を達成
県内酒蔵の清酒・焼
酎・リキュールの輸
出数量

キロ
リットル

192.00

71,061

KPI①

62,682

KPI③

「SAGA BAR]常設店
舗及びイベントへの
国内外からの来店
者数（延べ人数）

人 0.00

①目標値を達成

②地方創生
に相当程度
効果があっ
た

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

13 ① 佐賀の本物魅力醸成・発
信プロジェクト

佐賀の本物魅力醸成・発
信プロジェクト

R4
|

R6

　農産物では全国1位の生産量を誇るハウスみかんや2位の玉ねぎ、生
産性の高い米、麦、大豆やいちご、アスパラガス等がある。400年の歴
史を持つ有田焼の器や世界大会で高い評価を受けている日本酒は、
佐賀県の重要産業であり、「食」がキーファクターとなっている。令和4年
度には、佐賀県食肉センターの整備により佐賀牛の流通拡大が期待さ
れている。新たな市場の開拓を行うべく、これまで積極的な輸出ができ
ていない欧州をはじめとした市場をターゲットとして輸出拡大を目指す。

（構成事業）
・重点連携国情報発信事業【国際課】
・バンコク有田焼展覧会事業【文化課】
・佐賀牛によるEU市場参入プロジェクト【流通・貿易課】
・佐賀ん酒体験空間「SAGABAR」推進事業費【流通・貿易課】
・食材と器と料理人が織りなす食文化創造事業（政推）【流通・貿易課】

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因
①自然災害
等

新型コロナウイルス感染症の影響による観
光需要の大幅な減少

95,000

94,199

KPI③ 唐津エリアにおける
観光客数

千人 4,212

KPI② 唐津エリアの新規漁
業就業者数

人 4.00 ④目標値の達成は５
割未満

③その他

　新たに漁業に従事するかどうかは、複合
的な要因により決まるものであり、年変動も
あることから、R4年度に限定した目標未達
成の理由については明確化困難。
　一方、新規漁業就業者支援事業で、R5年
度の着業を目指して研修中の者は現時点で
4名おり、来年度はそれら研修者に加え、漁
家子弟を含めた新規の就業を見込んでい
る。

KPI① 名護屋城博物館の
入館者数

人 47,710 ①目標値を達成

12 ② 唐津エリアの未来を紡ぐ唐
津プロジェクト推進事業

唐津エリアの未来を紡ぐ唐
津プロジェクト推進事業

R4
|

R6

　唐津エリアの真の豊かさ、素晴らしさを磨きあげるとともに、地域の自
発的・主体的な取組をサポートする「唐津プロジェクト」を推進することに
より、様々な地域で様々な光が輝き、多くの人々が唐津エリアを訪れ、
人と人とが出会う交流を生み出す好循環を創出する。

（構成事業）
・玄海地区漁業スマート化実証事業【水産課】
・唐津ん魚FAN拡大事業費【水産課】
・水産資源の未来予測技術高度化事業費【水産課】
・新規漁業就業者支援事業費【水産課】
・名護屋城　屋外常設展示施設再整備事業　【名護屋城博物館】
・「肥前名護屋」文化資源利活用推進事業費　【文化課】
・「黄金の茶室」製作・活用事業費【文化課】
・建築展開催費【文化課】
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地方創生推進交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2017年度
（H29年度）

2018年度
（H30年度）

2019年度
（Ｒ元年度）

2020年度
（Ｒ２年度）

2021年度
（Ｒ３年度）

2022年度
（Ｒ４年度）

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

交付対象事業名 事業
期間

事業概要
交付決定額 交付決定額

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

交付金額（千円） 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生へ
の効果

（自己評価）

今後の
事業展開交付決定額 交付決定額 交付決定額 交付決定額

資料２－２

0 168,400 311,222 422,722

＋ 0.00 ＋ 168,400.00 ＋ 142,822.00 ＋ 111,500.00 ＋ 311,222 ＋ 0.00

0 - - -

＋ 0 - - - ＋ 0.00 ＋ 0.00

0.00 29.00 66.00 100.00

＋ 0.00 ＋ 29.00 ＋ 37.00 ＋ 34.00 ＋ 66.00 ＋ 0.00

0 - - -

＋ 0 - - - 0.00 ＋ 0.00

506,619 528,186 579,854 621,738

＋ 9,933.00 ＋ 21,567.00 ＋ 51,668.00 ＋ 41,884.00 ＋ 83,168 ＋ 9,933

675,429 - - -

＋ 178,743 - - - ＋ 178,743 ＋ 178,743

4,654.00 4,714.00 4,850.00

＋ 60.00 ＋ 60.00 ＋ 136.00 ＋ 256 ＋ 60.00

4,466.00 - -

▲ 128 - - ▲ 128.00 ▲ 128.00

25.00 50.00 75.00

＋ 25.00 ＋ 25.00 ＋ 25.00 ＋ 75.00 ＋ 25.00

25.00 - -

＋ 25 - - 25.00 ＋ 25.00

29.60 30.06 30.52

＋ 0.00 ＋ 0.46 ＋ 0.46 ＋ 1 ＋ 0

29.30 - -

▲ 0.3 - - ▲ 0 ▲ 0

300,905 382,130 693,964 717,884 451,621 804,593

248,192 366,522 631,684 573,992 375,889 734,576 14

例）全てのKPIの目標値を達成するなど、大いに成果が得られたとみなせる場合 11

例）一部のKPIの目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる場合 1

例）KPI達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前よりも取組が前進・改善したとみなせる場合 2

例）KPIの実績値が開始前よりも悪化した、もしくは取組としても前進・改善したとは言い難い場合 0

【今後の事業展開】 17

①事業の継続（計画通りに事業を継続する） 16

②事業の発展（事業が効果的であったことから取組の追加等更に発展させる） 1

③事業の改善（事業の効果が不十分であったことから見直し（改善）を行う（または、行った）） 0

④事業の中止（継続的な事業実施を予定していたが中止する（または、した）） 0

⑤事業の終了（当初予定通り事業を終了する（または、した）） 0

④地方創生に対して効果が
なかった

③その他

農家の高齢化による離農の影響から繁殖牛
の飼養頭数が減ったことや、一部特定の地
域で感染症による疾病が流行したことで子
牛の死亡事故が相次ぎ、肥育素牛の生産
頭数が減少したため。

地方創生推進交付金　計

【事業効果（自己評価）】

②目標値の７割以上
達成

KPI② 農村ビジネスの新た
な取組件数（累計）

件 0.00

④目標値の達成は５
割未満

①外的要因
①自然災害
等

今年産は12月末や1月末の厳しい寒
波により、一時的に収穫量が減少し
た。

③地方創生
に効果が
あった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①地方創生に非常に効果的
であった

②地方創生に相当程度効果
があった

③地方創生に効果があった

KPI① いちごの10a当たり
収量

kg 4,594.00

91,350

87,447

KPI③ 肥育素牛の県内自
給率

％ 29.60

17
①

②
稼げる”さが”農業推進プ
ロジェクト

稼げる”さが”農業推進プ
ロジェクト

R4
|

R6

　ＴＰＰ等の国際経済連携が進展するなど、農業・農村を取り巻く情勢が
大きく変化する中で、将来にわたり農業・農村を持続的に発展させてい
くため、収量・品質の向上や経営の規模拡大・多角化により所得向上を
図るなど「稼げる農業」を確立し、それを実践する担い手を見て新たな
担い手が続いていくような好循環を生み出していく。

（構成事業）
・さが園芸生産888億円推進事業費（特定政策）（推進交付金）【園芸課】
・さが園芸生産888億円推進事業費（特定政策）【園芸課】
・888露地野菜振興対策費【園芸課】
・888いちご産地活性化対策費【園芸課】
・さが園芸888運動マーケティング推進事業【流通・貿易課】
・肉用牛改良効率向上推進事業費【畜産課】
・さが農村イノベーション推進事業費（特定政策）【農政企画課】
・さが農村イノベーション推進事業費【農政企画課】
・さが農村ビジネス支援事業費【農政企画課】

①目標値を達成

16 ②
SAGAアリーナを核とした
交流人口の増加と地域活
性化事業

SAGAアリーナを核とした
交流人口の増加と地域活
性化事業

R4
|

R6

　これまで佐賀県になかった大規模多目的アリーナであるSAGAアリー
ナのオープンをきっかけに、新たな交流人口の増加を図り、飲食、宿泊
など観光需要の増加と、それが新しいイベントやビジネスの創出を生み
だすことで、地域経済の活性化を図ることを目指す。

（構成事業）
・SAGAアリーナ利活用推進事業【SSP】
・SAGAアリーナコンベンション等誘致推進事業【SSP】
・SAGAサンライズパーク整備事業費（ソフト事業）【サンライズパーク整
備推進課】

①目標値を達成

55,037

KPI③ SAGAサンライズ
パークの利用者数

人 496,686.00

①目標値を達成KPI② アリーナの興行数 件 0.00
①地方創生
に非常に効
果的であった

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成KPI① SAGAアリーナの観
覧者数

人 0.00

55,037
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地方創生拠点整備交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

2026年度
（Ｒ8年度）
（Ｒ9.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(Ｒ8増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(Ｒ8増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

2 4 6 8 10

＋ 2 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 10 ＋ 10

1 34 73 82 84

＋ 1 ＋ 33 ＋ 39 ＋ 9 ＋ 2 ＋ 84 ＋ 84

180 180 180 180 180

＋ 77 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 77 ＋ 77

172 166 160 183 162

＋ 69 ▲ 6 ▲ 6 ＋ 23 ▲ 21 ＋ 59 ＋ 59

0 0 2 4 6

＋ 0 ＋ 0 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 6 ＋ 6

0 0 3 3 3

＋ 0 ＋ 0 ＋ 3 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 3 ＋ 3

0 0 5 7 8

＋ 0 ＋ 0 ＋ 5 ＋ 2 ＋ 1 ＋ 8 ＋ 8

0 0 4 4 5

＋ 0 ＋ 0 ＋ 4 ＋ 0 ＋ 1 ＋ 5 ＋ 5

176 176 176 176 176

＋ 73 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 73 ＋ 73

172 166 160 183 162

＋ 69 ▲ 6 ▲ 6 ＋ 23 ▲ 21 ＋ 59 ＋ 59

0 0 2 4 6

＋ 0 ＋ 0 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 6 ＋ 6

0 0 1 1 1

＋ 0 ＋ 0 ＋ 1 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 1 ＋ 1

58.40 61.00 64.00 67.00 70.00

＋ 0.00 ＋ 2.60 ＋ 3.00 ＋ 3.00 ＋ 3.00 ＋ 11.60 ＋ 11.60

63.40 67.70 74.50 79.10 82.10

＋ 5.00 ＋ 4.30 ＋ 6.80 ＋ 4.60 ＋ 3.00 ＋ 23.70 ＋ 23.70

0.00 0.00 10.00 15.00 20.00

＋ 0.00 ＋ 0.00 ＋ 10.00 ＋ 5.00 ＋ 5.00 ＋ 20.00 ＋ 20.00

0.00 0.00 12.10 17.80 28.20

＋ 0.00 ＋ 0.00 ＋ 12.10 ＋ 5.70 ＋ 10.40 ＋ 28.20 ＋ 28.20

25.80 26.52 27.24 27.96 28.68

＋ 0.00 ＋ 0.72 ＋ 0.72 ＋ 0.72 ＋ 0.72 2.88 2.88

28.60 29.20 29.60 30.40 29.30

＋ 2.80 ＋ 0.60 ＋ 0.40 ＋ 0.80 ▲ 1.10 3.50 3.50

74.3 80.7 87.9 96.9 106.8

＋ 0.0 ＋ 6.4 ＋ 7.2 ＋ 9.0 ＋ 9.9 32.50 22.60

82.3 75.4 78.4 74.1 -

＋ 8.0 ▲ 6.9 ＋ 3.0 ▲ 4.3 - ▲ 0.20 ▲ 0.20

410 450 500 550 600

＋ 0 ＋ 40 ＋ 50 ＋ 50 ＋ 50 ＋ 190 ＋ 140

440 416 459 436 -

＋ 30 ▲ 24 ＋ 43 ▲ 23 - ＋ 26 ＋ 26

KPI② イチゴの単位面積当
たり収量

㎏/a 410

①事業の
継続（計画
通りに事業
を継続す
る）

61,071

④目標値の達成は５割未
満

①外的要因
④高齢化・人口
減少

高齢化により生
産戸数が約
14％減、面積が
約20％減

②地方創
生に相当
程度効果
があった

④目標値の達成は５割未
満

①外的要因 ①自然災害等

9月の高温乾燥
による生育停
滞、10月の高温
による花芽分化
遅れ、12月の低
温による収穫遅
れ

KPI① 県内のイチゴの産出
額

億円 74.3

H30
｜

H31

　炭素の安定同位体（13C）を用いて、イチゴの植物体内における光合
成産物の転流・分配の状況を解析することにより、光合成産物を効率的
に果実に転流させる環境条件を整える生産性向上技術を開発すること
とし、そのために必要となる13C分析室と実証ハウスを整備する。
　また、産業廃棄物として処理することが必要となるハウス等から発生
するイチゴ等の野菜の残さを堆肥化する処理施設も併せて整備し、環
境負荷の軽減を図る。
　さらに、開発された生産性向上技術を普及員やJAの指導員を通じて、
あるいは生産者に直接普及させるため、各種研修会やセミナー等を実
施する研修施設を整備する。

64,399

4
イチゴの飛躍的生産性
向上による活力ある佐
賀の再興プロジェクト

H31
｜

H35

地域に所得を生み出す
イチゴの生産性向上技
術の確立とその技術を
普及させる人材育成の
ための研究・研修施設
整備事業

KPI③ 肥育素牛の県内自
給率

％ 25.80

KPI②
飼養管理に係る労
働時間の短縮率

％ 0.003 ①

①目標値を達成

①目標値を達成

①目標値を達成

KPI③

ＫＰＩ②のうち、この研
修拠点で研修し、佐
賀に移住・定住し、
就農する人（累計）

人 0

ＩＣＴ・ＩｏＴ等を活用した
「佐賀牛」生産性革命プ
ロジェクト

H30
｜

H34

ＩＣＴ・ＩｏＴ等を活用した
「佐賀牛」の生産性向上
技術研究拠点整備事業

KPI① 佐賀牛の出荷頭数
割合

％ 58.40

H30
｜

H31

「佐賀牛」の生産基盤の強化を図るため、ＩＣＴ・ＩｏＴツールを活用した誰
にでも簡易にできる省力的な飼養管理技術等を新たに開発するための
研究拠点となる施設を整備する。また、開発した技術を農業改良普及員
や農業団体の技術員を通して生産現場に普及させることにより、肥育牛
飼養農家が繁殖部門を導入して自ら肥育素牛を生産する繁殖肥育一
貫経営の取組を進め、肥育素牛の安定確保による経営改善や牛のスト
レス軽減による肉質向上などを図り、農業所得の向上や地域における
雇用の増大を実現させ、地域活性化につなげる。

223,901

223,901

①事業の
継続（計画
通りに事業
を継続す
る）

天候不順による
生育不良や、病
害虫の発生に
よる減収等のた
め。

②地方創
生に相当
程度効果
があった

新規参入者は増
加したが、Ｕターン
就農が大きく減少
したため。

④目標値の達成は５割未
満

①外的要因 ⑦その他

新型コロナウイ
ルス感染拡大
により、首都圏
での就農相談
や移住相談等
の活動が十分
にできなかった
ため。

③目標値の５割以上達成 ①外的要因 ⑦その他

②目標値の７割以上達成 ①外的要因
②景気の動向・
経済情勢の変
化

環境制御技術を導
入し、収量を10％以
上向上させるトマト
生産者数（累計）

戸 0

H29
｜

H30

生産性革命と言える統合環境制御技術について県内に普及させる技術
員の技術力向上を行うとともに、就農希望者に対してその技術習得から
就農（農地・施設の確保など）までを切れ目なくサポートを行う技術力向
上・就農研修拠点施設（トレーニングファーム）を整備する。

41,633

35,966

KPI②

本事業を含む新規
就農者確保・育成対
策により、確保した
新規就農者数

人/年 103

⑦その他

新型コロナウイ
ルス感染拡大
により、首都圏
での就農相談
や移住相談等
の活動が十分
にできなかった
ため。

2

①

・

②

統合環境制御技術を導
入した施設野菜産地の
発展と人材育成プロジェ
クト

H30
｜

H34

統合環境制御技術を導
入した技術力向上・就農
研修拠点整備事業計画

KPI③

ＫＰＩ②のうち、この研
修拠点で研修し、佐
賀に移住・定住し、
就農する人（累計）

人 0

KPI①

②目標値の７割以上達成KPI②

本事業を含む新規
就農者確保・育成対
策により確保した新
規就農者数

人/年 103

①目標値を達成

②地方創
生に相当
程度効果
があった

①事業の
継続（計画
通りに事業
を継続す
る）

①外的要因
②景気の動向・
経済情勢の変
化

新規参入は増加
したが、Uターン就
農が大きく減少し
たため。

③目標値の５割以上達成 ①外的要因

KPI①

いちご新品種導入や
ハウス内環境の見え
る化などに取り組
み、収量10％向上を
達成するいちご生産
農家数（累計）

戸 0

45,962

1

①

・

②

佐賀の強みを生かした
「いちご」の所得向上・人
材育成プロジェクト

H30
｜

H34

佐賀の強みを生かした
「いちご」の所得向上・人
材育成拠点整備事業

H29
｜

H30

実績額 実績額

事業概要

H29→H30
交付金額
（千円）

H30→H31
交付金額
（千円）

いちご新品種、労働力調整を担うパッケージセンターという佐賀の強み
を生かし、生産性革命にもつながるハウス内環境の見える化について
県内に普及させる技術員の技術力向上を行うとともに、就農希望者に
対してその技術習得から就農（農地・施設の確保など）までを切れ目なく
サポートを行う技術力向上・就農研修拠点施設（トレーニングファーム）
を整備する。

50,317

名称 単位
当初値

（申請時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

R3→R4
交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生
への効果
（自己評

価）

今後の
事業展開

実績額

交付決定
額 目標値(R４増分まで累計)

に対する
実績値(R４増分まで累計)

の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標未達理由
左で「①外的要
因」を選択した
場合、その内容

左の具体的な
内容

R1→R2
交付金額
（千円）

R2→R3
交付金額
（千円）

交付決定
額

交付決定
額

交付決定
額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

計画
期間

拠点整備交付金
交付対象事業名

事業
期間

実績額 実績額

交付決定
額

資料２－３
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地方創生拠点整備交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

2026年度
（Ｒ8年度）
（Ｒ9.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(Ｒ8増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(Ｒ8増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

実績額 実績額

事業概要

H29→H30
交付金額
（千円）

H30→H31
交付金額
（千円）

名称 単位
当初値

（申請時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

R3→R4
交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生
への効果
（自己評

価）

今後の
事業展開

実績額

交付決定
額 目標値(R４増分まで累計)

に対する
実績値(R４増分まで累計)

の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標未達理由
左で「①外的要
因」を選択した
場合、その内容

左の具体的な
内容

R1→R2
交付金額
（千円）

R2→R3
交付金額
（千円）

交付決定
額

交付決定
額

交付決定
額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

計画
期間

拠点整備交付金
交付対象事業名

事業
期間

実績額 実績額

交付決定
額

資料２－３

0.0 3,000.0 6,000.0 9,000.0 12,000.0

0.0 3,000.0 3,000.0 3,000.0 3,000.0 12,000.0 3,000.0

0.0 2,053.0 - - -

0.0 2,053.0 - - - 2,053.0 2,053.0

0 98,400 196,800 295,200 393,600

＋ 0 ＋ 98,400 ＋ 98,400 ＋ 98,400 ＋ 98,400 ＋ 393,600 ＋ 98,400

0 40,795 - - -

＋ 0 ＋ 40,795 - - - ＋ 40,795 ＋ 40,795

0 0 0 0 0

＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0

0 0 - - -

＋ 0 ＋ 0 - - - ＋ 0 ＋ 0

0 0 0 0 0

＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0

0 0 - - -

＋ 0 ＋ 0 - - - ＋ 0 ＋ 0

0 0 0 0 0

＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0 ＋ 0

0 0 - - -

＋ 0 ＋ 0 - - - ＋ 0 ＋ 0

16 21 26 31 36

＋ 5 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 25 ＋ 10

30 74 - - -

＋ 19 ＋ 44 - - - ＋ 63 ＋ 63

- 13,555 16,555 17,555 18,555

＋ 0.00 ＋ 6,000 ＋ 3,000 ＋ 1,000 ＋ 1,000 ＋ 11,000.00 ＋ 0.00

- - - - -

＋ 0.00 - - - - ＋ 0.00 ＋ 0.00

0.00 10 15 17 19

＋ 0.00 ＋ 10 ＋ 5 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 19.00 ＋ 0.00

0.00 - - - -

＋ 0.00 - - - - ＋ 0.00 ＋ 0.00

16.00 17 18 19 20

＋ 0.00 ＋ 1 ＋ 1 ＋ 1 ＋ 1 4.00 0.00

15.00 - - - -

▲ 1.00 - - - - ▲ 1.00 ▲ 1.00

事業実施中の
ため、施設の営
業に制約があっ
たため

②目標値の７割以上達成

140,188

①事業の
継続（計画
通りに事業
を継続す
る）

③その他

KPI②
北山キャンプ場利用
料収入

百万円 0.00

①目標値を達成

④地方創
生に対して
効果がな
かった

①目標値を達成

百万円 16.00

193,271

KPI① 北山キャンプ場利用
者数

人 7,555.00

R3
｜
R4

　福岡県福岡市に隣接する北山湖エリアを「佐賀県の北の玄関口」とし
て県内周遊の入口、拠点化するため、官民一体となって、当県の豊かな
自然環境を活かした滞在・自然体験の拠点として、県営キャンプ場及び
21世紀県民の森のリニューアルに取り組み、直売所や温泉施設等の点
在する施設をつなぐ。また、北山湖エリアを「通過型観光」から「滞在体
験型観光」のステージにステップアップすることにより、北山湖エリア全
体の地域消費拡大と交流人口拡大を図り、地域活性化を実現すること
を目指す。

KPI③ 21世紀県民の森施
設利用料収入

①目標値を達成

7 ②

北山湖エリア自然体験
施設再整備事業～こど
もの声がこだまする　新
しい日常を契機とした地
域活性化プロジェクト～

R4
｜
R8

北山湖エリア自然体験
施設再整備事業～こど
もの声がこだまする　新
しい日常を契機とした地
域活性化プロジェクト～

多くの県民に親しまれてきた旧市村記念体育館を、この場所で生まれた
「歴史」やそれぞれの「想い」を大切にしながら、県内外で活躍する企業
や大学、NPO、行政など様々な立場の人、技術、情報を結集させ、佐賀
の「これから」を担う人材を育成し、産業を創出する場所『Future
Design・Lab・SAGA』として新たに再整備する。

6 ②
未来創造拠点「Future
Design・Lab・SAGA」整
備事業

R3
|

R7

未来創造拠点「Future
Design・Lab・SAGA」整
備事業

R3
|

R7

KPI② 当施設運用後の会
員登録数

人 0

①目標値を達成

①地方創
生に非常
に効果的
であった

①事業の
継続（計画
通りに事業
を継続す

る）

①目標値を達成

38,872

KPI③ 当施設運用後の当
施設への来場者数

人 0

KPI④

当施設運営に係るプ
ラットフォームに参画
する起業、団体、クリ
エイターなどの数

社（人） 11 ①目標値を達成

146,702

④目標値の達成は５割未
満

KPI② くすかぜ広場への来
訪者数

人 0

46,641 39,591

KPI①
当施設運用後のプロ
ジェクトに参画する
起業数

社（人） 0

38,371

137,180

③目標値の５割以上達成 ④不明

新型コロナウイ
ルス感染拡大
の影響等によ
り、交流施設管
理者の事業（飲
食、物品貸出
等）の売上が見
込みを下回っ
た。 ③地方創

生に効果
があった

①事業の
継続（計画
通りに事業
を継続す
る）

④不明

新型コロナウイ
ルス感染拡大
の影響等によ
り、飲食・物販
店舗への来訪
者数が減少し、
来訪者和の見
込みを下回っ
た。

5 ②

くすかぜ広場再整備事
業　～まちの賑わい創
出・地域活性化プロジェ
クト～

R3

くすかぜ広場再整備事
業　～まちの賑わい創
出・地域活性化プロジェ
クト～

R3

KPI①
交流施設管理者の
事業（飲食、物品貸
出等）の売上

万円 0

　佐賀市中心市街地の結節点にある「くすかぜ広場」を、周辺を歩き、憩
い、集う拠点として再整備し、民間の力で広場を活用することにより、徒
歩や自転車、公共交通機関による両エリアの往来を活発化させ、経済
の活性化や文化資源の活用、さらには移住定住促進につなげることを
目指す。
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地方創生拠点整備交付金事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2016年度
（H28年度）
（H29.3時点）

2017年度
（H29年度）
（H30.3時点）

2018年度
（H30年度）
（H31.3時点）

2019年度
（Ｒ元年度）
（Ｒ2.3時点）

2020年度
（Ｒ2年度）
（Ｒ3.3時点）

2021年度
（Ｒ3年度）
（Ｒ4.3時点）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

2025年度
（Ｒ7年度）
（Ｒ8.3時点）

2026年度
（Ｒ8年度）
（Ｒ9.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値 目標値

目標値(H28増分) 目標値(H29増分) 目標値(H30増分) 目標値(Ｒ元増分) 目標値(Ｒ2増分) 目標値(Ｒ3増分) 目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(Ｒ7増分) 目標値(Ｒ8増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

実績値(H28増分) 実績値(H29増分) 実績値(H30増分) 実績値(Ｒ元増分) 実績値(Ｒ2増分) 実績値(Ｒ3増分) 実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(Ｒ7増分) 実績値(Ｒ8増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

実績額 実績額

事業概要

H29→H30
交付金額
（千円）

H30→H31
交付金額
（千円）

名称 単位
当初値

（申請時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

R3→R4
交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

地方創生
への効果
（自己評

価）

今後の
事業展開

実績額

交付決定
額 目標値(R４増分まで累計)

に対する
実績値(R４増分まで累計)

の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標未達理由
左で「①外的要
因」を選択した
場合、その内容

左の具体的な
内容

R1→R2
交付金額
（千円）

R2→R3
交付金額
（千円）

交付決定
額

交付決定
額

交付決定
額

no

総
合
戦
略
関
連
分
野

認定地域再生計画
の名称

計画
期間

拠点整備交付金
交付対象事業名

事業
期間

実績額 実績額

交付決定
額

資料２－３

29.60 30.06 30.52 30.98 31.44

＋ 0.00 ＋ 0.46 ＋ 0.46 ＋ 0.46 ＋ 0.46 ＋ 1.84 ＋ 0.00

29.30 - - - -

▲ 0.30 - - - - ▲ 0.30 ▲ 0.30

22.30 23.50 24.70 25.90 27.10

＋ 0.00 ＋ 1.20 ＋ 1.20 ＋ 1.20 ＋ 1.20 4.80 0.00

24.60 - - - -

＋ 2.30 - - - - 2.30 2.30

315,851 64,399 0 193,343 39,591

305,830 61,071 0 176,052 38,371 7

例）全てのKPIの目標値を達成するなど、大いに成果が得られたとみなせる場合 1

例）一部のKPIの目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる場合 4

例）KPI達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前よりも取組が前進・改善したとみなせる場合 1

例）KPIの実績値が開始前よりも悪化した、もしくは取組としても前進・改善したとは言い難い場合 1

【今後の事業展開】 7

①事業の継続（計画通りに事業を継続する） 7

②事業の発展（事業が効果的であったことから取組の追加等更に発展させる） 0

③事業の改善（事業の効果が不十分であったことから見直し（改善）を行う） 0

④事業の中止（継続的な事業実施を予定していたが中止する） 0

⑤事業の終了（当初予定通り事業を終了する） 0

地方創生拠点整備交付金　計

【事業効果（自己評価）】

①地方創生に非常に効果的
であった

②地方創生に相当程度効果
があった

③地方創生に効果があった

④地方創生に対して効果が
なかった

①目標値を達成22.30136,304 KPI③ 繁殖牛１戸当たり飼
養頭数

頭

農家の高齢化による
離農の影響から繁殖
牛の飼養頭数が減っ
たことや、一部特定の
地域で感染症による
疾病が流行したことで
子牛の死亡事故が相
次ぎ、肥育素牛の生
産頭数が減少したた
め。 ②地方創

生に相当
程度効果
があった

①事業の
継続（計画
通りに事業
を継続す
る）

②目標値の７割以上達成 ③その他％ 29.60149,995 KPI① 肥育素牛の県内自
給率

8 ①
ＩＣＴを活用した「佐賀牛」
の生産教育施設整備事
業

R4
｜
R8

ＩＣＴを活用した「佐賀牛」
の生産教育施設整備事
業

R3
｜
R4

　農業大学校に新しいモデル牛舎一式を建設し、大型作業機械やICT
機器を活用した省力化と温暖化による夏場の高温事故防止、近年問題
となっている家畜伝染病予防に対応した新たな和牛繁殖及び肥育の高
度な飼養管理技術を実証し、繁殖農家、肥育農家、関係機関への情報
発信とセミナーを通して、繁殖農家の規模拡大や肥育農家の繁殖肥育
一貫経営への移行を促すことで所得向上と経営安定化を図る。これに
より「佐賀牛」のブランド力の維持強化及び農村地域における雇用増な
ど農業を中心とした好循環を目指す。
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デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ　TYPE1）事業の評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2022年度
（Ｒ４年度）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値

目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値

実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

60 120 180

＋ 60 ＋ 60 ＋ 60 ＋ 180 ＋ 60

16 - -

＋ 16 - - ＋ 16 ＋ 16

30 60 90

＋ 30 ＋ 30 ＋ 30 ＋ 90 ＋ 30

10 - -

＋ 10 - - ＋ 10 ＋ 10

60 120 180

＋ 60 ＋ 60 ＋ 60 ＋ 180 ＋ 60

57 - -

＋ 57 - - ＋ 57 ＋ 57

60 120 180

＋ 60 ＋ 60 ＋ 60 ＋ 180 ＋ 60

20 - -

＋ 20 - - ＋ 20 ＋ 20

50 60 70

＋ 50 ＋ 10 ＋ 10 ＋ 70 ＋ 50

0 - -

＋ 0 - - ＋ 0 ＋ 0

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

no 交付対象事業名
事業
期間

事業概要

交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

実績額

交付決定額

今後の
事業展開

リモートによる技術
相談・試験分析の件
数

件 0

16,764

13,117

KPI④
機器利用方法の説
明を受ける時間の短
縮効果

時間 0

KPI③
来所に要する移動
時間の削減効果

時間 0

KPI②
オンラインによる試
験機器の利用動画
の閲覧件数

件 0

④目標値の達成は５割
未満

③その他

新型コロナウイルス感染防止の観点
から、オンラインによる相談は2020年
度
が最も多く、2022年度はウィズコロナの
状況となり、企業との往来が緩和し
減少傾向が続いている。この状況か
ら、改めて2023年度末に計測を行う予
定。

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

④目標値の達成は５割
未満

③その他

2023年3月下旬に、保有する試験研究
機器等に関し13機種の操作説明動画
と
3機種の操作説明マニュアルを公開し
た。公開期間が短くKPIは未達である
が、
改めて2023年度に、県内企業等への
周知活動を実施した上で計測を行う予
定。

KPI①

②目標値の７割以上達
成

③その他

未達ではあるものの、工業技術セン
ターの技術サービスの一部に企業が
来所せずに活用できる環境が整った。
改めて2023年度に、県内企業等への
周知活動を実施した上で計測を行う予
定。

④目標値の達成は５割
未満

③その他

2023年3月下旬に、保有する試験研究
機器等に関し13機種の操作説明動画
と3機種の操作説明マニュアルを公開
した。公開期間が短くKPIは未達である
が、改めて2023年度に、県内企業等へ
の周知活動を実施した上で計測を行う
予定。

KPI⑤
工業技術術センター
の技術サービスに対
する満足度

％ 0
④目標値の達成は５割
未満

③その他

事業全体の運用開始が年度末となっ
たことから、運用期間が一定程度経過
したあとの2023年度に利用企業のアン
ケートを実施し計測する予定。

1
工業技術センターDX推進
事業

R4
｜

工業技術センターは佐賀市に位置し、半径約６０kmに及ぶ佐賀県全域
の製造業に対して、技術サービス事業を展開している佐賀県立の工業
系試験研究機関である。県内の製造業の将来を見据えて新しい技術の
開発を目指す研究に積極的に取組むとともに、製品の不良や不具合問
題、品質管理、生産技術の維持など、製造業の現場で日常的に発生す
る技術課題の解決のために、技術相談や試験分析等の技術支援に取
り組んでいる。また、技術研究会や技術講習会、高度な試験分析機器
の見学会・操作説明会等を実施して、技術者の育成や技術力向上を
図っている。
　これらの技術サービス事業は、これまでは、県内製造業からの来所を
前提として実施してきたものであるが、今後は、都市部に負けない地方
都市の実現に向けて、工業技術センターのDXを推進して、デジタル原
則を遵守し、県内製造業の技術者が来所することなく、リモートから、誰
もがいつでも、どこからでも技術サービスを受けられる体制を構築す
る。
　具体的には、工業技術センター内に高速ネットワーク回線や動画配信
システム及び監視カメラ等を整備し、
・リモートで技術相談や試験分析を依頼、実施できる
・リモートで高度な試験機器の利用方法を事前に学習でき、企業の製品
開発に機器を活用できる
・リモートで研究会、技術講習会等をいつでも、どこでも、繰り返し聴講
できる
体制を構築する。

資料２－４
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デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ　TYPE1）事業の評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2022年度
（Ｒ４年度）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値

目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値

実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

no 交付対象事業名
事業
期間

事業概要

交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

実績額

交付決定額

今後の
事業展開

資料２－４

10 40 100

＋ 10 ＋ 30 ＋ 60 ＋ 100 ＋ 10

11 - -

＋ 11 - - ＋ 11 ＋ 11

30 150 350

＋ 30 ＋ 120 ＋ 200 ＋ 350 ＋ 30

48 - -

＋ 48 - - ＋ 48 ＋ 48

10 80 180

＋ 10 ＋ 70 ＋ 100 ＋ 180 ＋ 10

15 - -

＋ 15 - - ＋ 15 ＋ 15

50 60 80

＋ 50 ＋ 10 ＋ 20 ＋ 80 ＋ 50

100 - -

＋ 100 - - ＋ 100 ＋ 100

38 76 114

＋ 38 ＋ 38 ＋ 38 ＋ 114 ＋ 38

111 - -

＋ 111 - - ＋ 111 ＋ 111

▲ 5 ▲ 50 ▲ 100

▲ 5 ▲ 45 ▲ 50 ▲ 100 ▲ 5

▲ 5 - -

▲ 5 - - ▲ 5 ▲ 5

5 25 50

＋ 5 20 25 ＋ 50 ＋ 5

5 - -

＋ 5 - - ＋ 5 ＋ 5

2
窯業技術センターDX推進
事業

R4
｜

佐賀県窯業技術センターは、地域に開かれた技術拠点として、県内窯
業界の発展と振興のため、研究開発、技術支援、事業化支援、人材育
成等に取り組んでいる研究機関である。本事業では、窯業技術センター
が業務として実施している各種技術支援メニュー（技術相談、技術指
導、試験機器利用、セミナー、講習会等）へのデジタル実装を行い、地
域企業の商品開発や人材育成の効率化、スピードアップに寄与する。
＜実装の内容＞
〔試験機器の利用〕
　・試験機器操作法の研修、個別指導等のオンライン実施
　・オンライン立会い型依頼試験、試験状況のモニタリングサービスの
実施。
　・オンラインでの依頼試験結果報告
　　⇒Web会議システム、動画配信サービス等を活用
〔講習会・セミナー等〕
　・講習会、セミナーのオンライン実施、アーカイブ配信。
　　⇒Web会議システム、動画配信サービス等を活用
〔技術相談・技術指導〕
　・オンラインによる技術相談、技術指導の実施、企業PCへの遠隔操作
による製品設計指導。
　　⇒Web会議システム、リモート操作ソフトウェアを活用

オンラインを活用し
た試験機器の利用
数

件 0

7,075

5,416

KPI④
窯業技術センターの
支援サービスに対す
る満足度

％ 0

KPI③
オンラインでの技術
相談、指導件数

件 0

KPI②
セミナー、研修会等
のオンラインでの受
講者数

人 0

①目標値を達成

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成

KPI①

①目標値を達成

①目標値を達成

3 県土整備DX推進事業
R4
｜

佐賀県では近年、４年連続の大雨特別警報や低平地における大規模
な浸水被害等、災害が頻発化・激甚化しており、また、平時におけるイ
ンフラメンテナンス需要も増加している。
これにより、土木職員、関係事業者の業務は多様化・複雑化し、災害被
災状況の情報発信や道路の復旧対応に影響を与えている。
こうしたことから、本事業では、佐賀県の土木部局（本庁、土木事務所
等）において、汎用性に優れ、遠隔操作が可能なドローン機器、及びド
ローンの操縦者（※国交省の許可承認による飛行可能）を実装し、土木
職員、関係事業者の業務の効率化・迅速化を図り、以下のような県民
サービスの向上に寄与することを目的とする。

【期待される県民サービスの向上】
　① 災害被災状況の迅速な発信
　② 災害による通行止め道路の早期復旧
　③ 円滑な工事進捗・供用開始、
　④ わかりやすい鳥瞰映像・写真による情報発信等

国土交通省許可を
受けることができる
ドローン操縦者数

人 0

7,649

7,649

KPI②
現場確認にかかる
滞在・移動時間の短
縮

時間 0

①目標値を達成

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）①目標値を達成

KPI①

①目標値を達成KPI③
県民へドローンを活
用した効果的な情報
提供数

件 0
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デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ　TYPE1）事業の評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2022年度
（Ｒ４年度）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値

目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値

実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

no 交付対象事業名
事業
期間

事業概要

交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

実績額

交付決定額

今後の
事業展開

資料２－４

27 135 180

＋ 27 ＋ 108 ＋ 45 ＋ 180 ＋ 27

0 - -

＋ 0 - - ＋ 0 ＋ 0

288 1,152 1,152

＋ 288 ＋ 864 ＋ 0 ＋ 1,152 ＋ 288

0 - -

＋ 0 - - ＋ 0 ＋ 0

15 20 25

＋ 15 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 25 ＋ 15

26 - -

＋ 26 - - ＋ 26 ＋ 26

1,250 12,500 23,750

＋ 1,250 ＋ 11,250 ＋ 11,250 ＋ 23,750 ＋ 1,250

94 - -

＋ 94 - - ＋ 94 ＋ 94

900 2,040 3,180

＋ 900 ＋ 1,140 ＋ 1,140 ＋ 3,180 ＋ 900

401 - -

＋ 401 - - ＋ 401 ＋ 401

400 9,200 18,000

＋ 400 ＋ 8,800 ＋ 8,800 ＋ 18,000 ＋ 400

517,209 - -

＋ 517,209 - - ＋ 517,209 ＋ 517,209

69 64 59

＋ 69 ▲ 5 ▲ 5 ＋ 59 ＋ 69

54 - -

＋ 54 - - ＋ 54 ＋ 54

53 55 57

＋ 53 ＋ 2 ＋ 2 ＋ 57 ＋ 53

55.1 - -

＋ 55.1 - - ＋ 55.1 ＋ 55.1

4
SSPアスリート育成設備整
備事業

R4
｜

佐賀県の総合スポーツ施設であるSAGAサンライズパークにAIカメラを
活用した分析機器を導入するとともに、デジタル技術を活用したトレー
ニング機器等を県内高校・競技団体が導入する際に支援することで、デ
ジタル技術を活用した選手・指導者双方の人材育成に取り組む。

①AI活用等育成設備整備事業
　・SAGAサンライズパークにAIカメラの導入
  ・SAGAサンライズパークにAIによる適正スポーツ判定システム
  （digsports）の導入（２台）
  ・アスリート寮への高精度体成分分析装置（InBody）の導入（１基）

②AI活用等育成設備整備事業費補助
　競技団体や県立・私立学校が行うデジタル機能が搭載されたトレーニ
ング機器等の導入に対して、県が購入費を県が支援（補助）すること
で、県立学校・私立学校、競技団体にデジタル機能搭載のトレーニング
機器の整備を促進する。

SAGAサンライズ
パークAIカメラ活用
回数

回 0

61,039

52,948

KPI②
digsportsでのスポー
ツテスト実施者数

人 0

④目標値の達成は５割
未満

③その他

設置する機種等について、できるだけ
使用者の希望に沿えるようヒアリング
等行うなど慎重に進めたこと、また、
サッカー関係者や施設管理者など含
めてプロポーザル審査会を行った後、
設置事業者が使用マニュアル作成や
回線整備を行うことに時間を要したこと
から、導入が年度末になり、年度内に
活用することが出来なかった。

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

④目標値の達成は５割
未満

③その他

SAGAサンライズパークへ導入すること
で調整していたが、指定管理者との調
整が難航し、一か所に固定しての運用
はしないこととした。今後イベントごとに
レンタルし、アスリート発掘に活用して
いきたい。

KPI①

①目標値を達成

5
デジタル活用ものづくり魅
力発信事業

R4
｜

佐賀県経済を支えるものづくり企業の最重要課題である人手不足の解
消を図るため、デジタル技術を活用して、小中学生という早い段階から
高校生までの各段階に応じた以下の３事業を実施することで、子どもた
ちのものづくりに対する興味・関心や魅力度を高め、ものづくりを志す子
どもたちを増加させる。
①バーチャル工場見学ツアー
　感染症対策、安全性、衛生管理、情報管理等の観点から見学ができ
ない県内ものづくり企業の工場内部を撮影し、バーチャルで工場見学
ができる小中学生向けのコンテンツを制作して、ウェブ上で公開する。
②バーチャル溶接体験
　VR溶接シミュレーターを導入し、県内中学校を訪問して溶接体験教室
を開催するほか、イベント出展等を通じて、幅広い子どもたちに溶接技
術を体験してもらう。また、溶接技術の向上のため、高校や公設試験研
究機関、職業訓練施設、県内ものづくり企業等への貸出も行う。
③MONOSUGOBITO（モノスゴビト）制作
　近い将来、佐賀県のものづくり産業界を担う中高生をターゲットとし
て、ものづくりに携わる「人」（MONOSUGOBITO）にフォーカスし、ものづ
くりのカッコよさや美しさ、楽しさ、やりがい等を伝える動画を制作して、
ウェブ公開等を行う。

KPI③

全国制覇（※）する
中高生選手、チーム
数

※高校総体、各競技
における全国大会
（例：高校野球にお
ける春のセンバツ、
夏の甲子園）での優
勝を指す。

人・
チーム

0

バーチャル工場見
学ツアーの参加者
数

人 0

24,934

23,862

KPI②
VR溶接シミュレー
ターの体験者数

人 0

④目標値の達成は５割
未満

③その他

事業進捗が遅延しており、KPIを計測
する余裕がなかったため。
2023年度は、チラシ等でターゲット向
けに広報するとともに、県内小学校で
の体験授業を複数回実施し、KPI達成
を目指す。

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

④目標値の達成は５割
未満

③その他

委託事業先との契約が7月末となり、
中学校への広報が遅れ、中学校の夏
の授業計画に入れなかったため。ま
た、広報活動不足であったため。
2023年度は、チラシの配布や営業に加
え、担当教諭に実機での体験をしてい
ただくことで学校現場での認知拡大・
普及を図る。

KPI①

①目標値を達成

KPI④
人材確保を課題とす
る県内ものづくり企
業の割合

％ 0

KPI③
MONOSUGOBITO
（動画）の視聴回数

回 0

①目標値を達成

KPI⑤
県内工業系高校生
の県内就職率

％ 0 ①目標値を達成
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デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ　TYPE1）事業の評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2022年度
（Ｒ４年度）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値

目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値

実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

no 交付対象事業名
事業
期間

事業概要

交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

実績額

交付決定額

今後の
事業展開

資料２－４

50 100 100

＋ 50 ＋ 50 ＋ 0 ＋ 100 ＋ 50

54 - -

＋ 54 - - ＋ 54 ＋ 54

10 15 20

＋ 10 ＋ 5 ＋ 5 ＋ 20 ＋ 10

10 - -

＋ 10 - - ＋ 10 ＋ 10

0 5 5

＋ 0 ＋ 5 ＋ 0 ＋ 5 ＋ 0

0 - -

＋ 0 - - ＋ 0 ＋ 0

36,000 42,000 48,000

＋ 36,000 ＋ 6,000 ＋ 6,000 ＋ 48,000 ＋ 36,000

104,745 - -

＋ 104,745 - - ＋ 104,745 ＋ 104,745

3 4 5

＋ 3 ＋ 1 1 ＋ 5 ＋ 3

3 - -

＋ 3 - - ＋ 3 ＋ 3

70 80 85

＋ 70 ＋ 10 5 ＋ 85 ＋ 70

98 - -

＋ 98 - - ＋ 98 ＋ 98

6
県産品の情報発信拠点に
おけるテストマーケティン
グ機能強化事業

R4
｜

県産品情報発信拠点「sagair」及び「SAGAMADO」にAIカメラ連動レジ等
のデジタル技術を実装することによりテストマーケティング機能を強化
し、県産品の各事業者へフィードバックすることで県産品の販売促進に
つなげる。
【sagair、SAGAMADOでの取組内容】
・データ連携可能なAIカメラ、レジ及びデータ連携システムの導入
　（⇒顧客属性と購買行動の関係等を商品毎に分析できるようにする）
・デジタルサイネージの導入
　（⇒データ分析に基づき、ターゲット客にあった商品情報を発信できる
ようにする）
・専門家によるデータ評価、商品改善・販売戦略等の助言
　（⇒個々の県内事業者へフィードバック　※県内事業者が活用しやす
い内容でフィードバック）

県内事業者への
フィードバック件数

件 0

17,538

16,500

KPI②
商品のブラッシュ
アップ事業への応募
事業者数

事業者 0

①目標値を達成

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成

KPI①

④目標値の達成は５割
未満

③その他

ＫＰＩ③に係る商品開発・改善や新たな
販路開拓については、2022年度の
フィードバックを踏まえて県内事業者
が2023年度以降に実施するものであ
り、その実績を2023年度以降に計測す
ることとしているため。

7 行政デジタル化推進事業
R4
｜

県HPにAIチャットボットを設置することで、県民がいつでも簡単に県政
情報を入手できる環境を整備し、県民利便性の向上及び職員の業務効
率化を図る。
　県民からの問い合わせに２４時間対応するため、佐賀県ホームペー
ジに設置するＡＩチャットボットを多言語化、音声認識対応とすることで、
日本語での対応が難しい外国人や、キーボード入力が困難な方にも、
県からの情報を「いつでも」「どこでも」入手することが可能となる環境を
整備する。
　本事業の実施により、時間外の問い合わせに対応するとともに、問合
せの内容や回答への満足度を把握し、それに対応することで、より一層
の県民満足度の向上と職員の業務軽減を図ることができる。
・AIチャットボット機能を配置する場所：佐賀県ホームページ
・提供する情報（区分）：暮らし・子育て、健康・福祉、仕事・産業、観光・
文化・スポーツ、県土・まちづくり、県政情報
・多言語化する言語：英語、中国語、韓国語、タイ語
・音声入力機能付加
・広報：観光地等でQRコードを配布等

KPI③
商品開発・改善、新
たな販路開拓に至っ
た商品数

品目 0

ＡＩチャットボット利用
者数

回 0

4,537

4,152

KPI②
ＡＩチャットボット利用
者数（外国人）

言語 0

①目標値を達成

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成

KPI①

①目標値を達成KPI③ 回答満足度 ％ 0
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デジタル田園都市国家構想推進交付金（デジタル実装タイプ　TYPE1）事業の評価指標（ＫＰＩ）の達成状況

2022年度
（Ｒ４年度）

2022年度
（Ｒ4年度）
（Ｒ5.3時点）

2023年度
（Ｒ5年度）
（Ｒ6.3時点）

2024年度
（Ｒ6年度）
（Ｒ7.3時点）

増分の累計

目標値 目標値 目標値

目標値(Ｒ4増分) 目標値(Ｒ5増分) 目標値(Ｒ6増分) 目標値(増分累計) 目標値(R４増分まで累計)

実績値 実績値 実績値

実績値(Ｒ4増分) 実績値(Ｒ5増分) 実績値(Ｒ6増分) 実績値(増分累計) 実績値(R４増分まで累計)

目標値
(R４増分まで累計)

に対する
実績値

(R４増分まで累計)
の達成度合い

（目標値未達の場合のみ）

目標
未達理由

左で「①外的
要因」を選択
した場合、そ

の内容

左の具体的な内容

no 交付対象事業名
事業
期間

事業概要

交付金額
（千円）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 達成度合い

名称 単位 当初値
（事業開始時）

事業開始から2022年度まで
（事業開始からR４年度まで）

（R5.3時点）

実績額

交付決定額

今後の
事業展開

資料２－４

50 40 40

＋ 50 ▲ 10 ＋ 0 ＋ 40 ＋ 50

40 - -

＋ 40 - - ＋ 40 ＋ 40

60 60 70

＋ 60 ＋ 0 ＋ 10 ＋ 70.0 ＋ 60.0

94.4 - -

＋ 94.4 - - 94.4 ＋ 94.4

145,769

129,876

例）全てのKPIの目標値を達成するなど、大いに成果が得られたとみなせる場合

例）一部のKPIの目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる場合

例）KPI達成状況は芳しくなかったものの、事業開始前よりも取組が前進・改善したとみなせる場合

例）KPIの実績値が開始前よりも悪化した、もしくは取組としても前進・改善したとは言い難い場合

【今後の事業展開】 8

①事業の継続（計画通りに事業を継続する） 8

②事業の発展（事業が効果的であったことから取組の追加等更に発展させる） 0

③事業の改善（事業の効果が不十分であったことから見直し（改善）を行う（または、行った）） 0

④事業の中止（継続的な事業実施を予定していたが中止する（または、した）） 0

⑤事業の終了（当初予定通り事業を終了する（または、した）） 0

8
認知機能検査デジタル推
進化事業

R4
｜

75歳以上の高齢者が運転免許更新をする際に受検する認知機能検査
について、タブレットを導入することにより、以下のような高齢者への支
援充実が可能となることで、高齢ドライバーの現免許制度上の問題を改
善し、悲惨な交通事故の防止、安心・安全な交通環境の実現を達成す
る。
①集合形式から個人単位での検査が可能
　認知機能検査は記憶力や判断力を測定する検査であり、現在、受検
者は検査員の説明を受けながら検査用紙に回答を記入して行う方法が
とられており、最大20名が１会場に集合して同時に検査を実施している
が、タブレットの導入に伴い、個人単位で順次受検することが可能とな
る。
②受検者の拘束時間（検査による所要時間）の短縮
　運転免許センターにおける認知機能検査は、年間1,000人から1,300人
程度の利用人数が見込まれ、認知機能検査の受付から検査結果の通
知まで約2時間程度を要しているが、タブレットの導入に伴い、合格点に
達した時点で検査が終了となり検査自体が効率化されるとともに、個人
単位で順次検査を受けられることから待ち時間を含めた検査所要時間
が約2時間から約40分に縮減され、高齢者の負担軽減につながる。
③感染症リスクの低減
　複数の人が集合して行う従来の認知機能検査と比べ、順次個人単位
での受検が可能となるとともに、受検者の長時間の拘束時間が短縮さ
れることにより、感染症リスクが低減される。

KPI①
受検者の利便性の
向上（検査に要する
所要時間）

分 0

KPI②
受検者の利用満足
度

％ 0

①目標値を達成

①事業の継
続（計画通り
に事業を継
続する）

①目標値を達成

地方創生推進交付金　計

【事業効果（自己評価）】

①地方創生に非常に効果的
であった

②地方創生に相当程度効果
があった

③地方創生に効果があった

④地方創生に対して効果が
なかった

6,233

6,232
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